
勝 桂子（すぐれ・けいこ）プロフィール 

  
行政書士となって初めて知人から寄せられた相談が「墓地に関するトラブル」でした。 

この方面について調べるうち、学生時代に仏教思想史を学び、「この国の仏教がもっと正しく理解されたら」

と祈念していたことを思い起こし、〝墓地と葬送〟をキーワードに活動してきました。 

また、生きづらさと向きあう任意団体 ひとなみ を主宰し、葬祭業者、宗教者、医師、士業者、カウンセラー

ほか死生にかかわる専門職と一般の人々を集めた座談会、勉強会を随時開催しています。 

【運営サイト】こちら OK行政書士事務所  https://okei-office.com 

              ひとなみ          https://hitonami.net 

              ほうマガジン        https://houmagazine.com 

著作物・論文等 

≪書籍≫ 

◆『いいお坊さん ひどいお坊さん』2011年秋 ベスト新書 

◆『聖の社会学』2017年春 イースト新書 

◆『心が軽くなる仏教とのつきあいかた』2017年冬 啓文社書房 

◆（共著）『海へ、還る』村田ますみ編 2018年春 啓文社書房 

◆（監修）『わくわくを探して Let’s お墓参り』藤原功＆お墓参り委員会 2018 年夏 啓文社書房 

≪寄稿≫ 

・2016年 9月「都心ビル型納骨堂への固定資産税課税について」（季刊「宗教問題」誌 Vol.15） 

・2016 年 6月 曹洞宗学術大会紀要「寺院再編論」 

・2018年４～５月 月刊住職「行政書士の提案 いまからお寺にできること」 

・2019年６月 大法輪「〈独り〉を満喫する」 

講演テーマ（例） 

・イエなき時代に檀家制度の息吹をとり戻す 
～お寺は家族より頼れる〝看とりステーション〟～ 

行政書士 

ファイナンシャル・プランナー（AFP） 

葬祭カウンセラー 

 

遺言、相続、墓地の相談、家族信託など死後事務

周辺の実務に応じるほか、『いいお坊さん ひど

いお坊さん』（2011 ベスト新書）、『心が軽く

なる仏教とのつきあいかた』（2017 啓文社書

房）の著者として各地の僧侶研修、一般向け講座

に登壇。 

東京観光専門学校葬祭ディレクターコース 非常勤講師。 

https://okei-office.com/
https://hitonami.net/
https://houmagazine.com/


・地域の核としてお寺がなすべきこと 
・額にシワの寄らない老後プラン 
・墓じまいと改葬実務 
～死後事務、後見等の問題事例を知る 

掲載履歴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑読売新聞 2016年 4月 25日朝刊 

  

 

←「女性自身」墓じまい特集 

  2016 年 9月 

 

 

→中外日報 2015年  

7～8月に連載 


